
「
ロ
!
、
ロ

l
、
ド

l
ン
、
ド
ン
」
|
|
。
息
の
合
っ
た
か
け
声
と
太
鼓

の
音
に
乗
り
、
第
7
回
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

i
ト
大
会
が

8
月
日
目
、
鹿
野
川
湖
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
最
高
気
温
は

ω度
を
超
え
る
真
夏
日
で
し
た
が
、
参
加
し
た
日

チ

l
ム
の
選
手
と
応
援
に
か
け
つ
け
た
観
客
約
6
0
0
人
は
暑
さ
を
忘
れ
て

勇
壮
な
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

レ
ー
ス
中
、
鹿
野
川
湖
の
静
か
な
水
面
か
ら
眺
め
た
景
色
は
、
人
と
自
然
を

結
ぶ
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
風
景
に
映
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

(
※
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
H
海
・
川
・
湖
な
ど
の
水
際
地
帯
)

暑さに負けず懸命にポートをこぐ選手たち

幸良広

2002 (平成14年)

月9 0あなたの声から始める町づくり

021世紀の安定した生活基盤づくり

0やさしさと思いやりのある町政

人口… 3，131人(-11) 

男… 1，499人(-5) 

女… 1，632人(-6) 

世帯数
…1，084世帯(-5) 

(平成14年8月31日現在)
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の
く
じ
付
き
も
ち
が
ま
か

れ
、
自
転
車
や
米
・
ガ
ス
器

具
・
缶
ビ

l
ル
な
ど
の
賞
品

が
当
た
る
た
び
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

夕
方
に
な
る
と
帰
省
客
や

ゆ
か
た
姿
の
家
族
連
れ
が
増

え
始
め
、
正
山
太
鼓
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
井
上
克
美
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

盆
踊
り
の
あ
と
、
恒
例
の

花
火
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら

れ
、
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
り

ま
し
た
。

さ
あ
、
早
く
こ
こ
へ

連続して上がる花火

ゆ
か
た
姿
で
肱
川
音
頭

今
年
の
参
加
者
は
、
前
回
よ
り

却
チ

l
ム
も
多
い
日
チ

l
ム
。
遠

く
弓
削
町
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま

し
た
。ド

ラ
ゃ
コ
ン
ポ
ー
ト
は
、
こ
ぎ
手

8
人
、
か
じ
取
り

1
人
、
伴
奏

(
太
鼓
)

1
人
の
計
山
人
が
チ

l
ム

を
組
み
、
往
復

4
5
0
m
の
距
離

を
競
う
タ
イ
ム
レ

l
ス
。
決
勝
は

土
位
5
チ
l
ム
で
競
い
、

「宇
和
島

ド
ラ
ゃ
コ
ン
ポ

ー
ト

ク
ラ
ブ
」
が
前

回
に
続
き
優
勝
し
、
賞
金
日
万
円

を
子
に
し
ま
し
た
。

入
賞
し
た
の
は
次
の
チ
l
ム
で
す
。

順位等 チ ー ム 名

優 勝 宇和島ドラゴンボート クラブ

準優勝 怒濡会

第 3 位 ワールドステージ
1/ 4 1/ 上鹿野川A
1/ 5 1/ 宮下ぺアーズI
1/ 6 1/ カヌー同好会2002
1/ 7 1/ 肱川町農業委員会
1/ 8 1/ 上鹿野川B
1/ 9 1/ 五十崎町商工会青年部
1/ 10 1/ 祭組

町 長賞 おさわがせします

議長賞 愛・女性塾

観光協会長賞 アッ キーファミリー

商工会長賞 弓削町商工会青年部

頑張りました賞 江戸岡小学校おやじの会
1/ Team iTAMAGO良~J
1/ 7 0 3 R (ナナマルサンライダー)

B B ，員道全 暴走列車「止まり や~せんのじゃJ



正
山
地
区
地
域
+
つ
く
り
懇
談
盆

住
民
代
表
と
県
が
意
見
交
換

席
じ
、
率
直
な
意
見
や
要
望

が
多
数
出
て
活
発
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
地
方
局
か
ら

情
報
提
供
と
し
て
「
悪
徳
商

法
の
注
意
」
「
市
町
村
合
併
」

「
健
康
実
現
え
ひ
め

2
0
1

0
の
推
進
」
「
農
業
集
落
道

路
(
協
生
地
区
)
の
整
備
」

「
正
山
地
区
の
道
路
整
備
状

況
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

八
幡
浜
地
方
局
の
幹
部
が

地
域
に
出
向
き
、
住
民
か
ら

生
の
声
を
聞
く
「
地
域

m

つ
く

り
懇
談
会
」
が

7
月

m日、

正
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。懇

談
会
に
は
、
地
方
局
か

ら
地
方
局
長
以
下
幹
部
職
員

時
人
、
正
山
地
区
か
ら
は
部

落
長
、
農
業
委
員
、
民
生
委

員
、
分
館
長
な
ど
時
人
が
出

ポ
ス
ト
ヱ
ッ
包
イ

大
賞
決
定

久保田町長から最優秀賞を受ける

大分県の来嶋さん

「ポ
ス
ト
の
あ
る
風
景
」

を
題
材
に
募
集
し
て
い
た

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
と
入
賞
作
品
を
掲

載
し
た

「
赤
い
ポ
ス
ト
は

い
つ
ま
で
も
」
の
出
版
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

8
月
3

目
、
風
の
博
物
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

大
分
県
の
来
嶋
多
江
子
さ

ん
の
作
品
「
新
米
配
達
人
」

は
、
「
愛
を
運
ぶ
郵
便
配
達

人
」
と
し
て
の
喜
び
と
苦

労
が
ユ
ー
モ
ア
を
斐
え
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。

続
い
て
住
民
か
ら
「
川
の

工
事
の
際
は
地
元
の
意
見
を

聞
い
た
う
え
で
自
然
を
最
大

限
残
す
工
法
を
採
用
し
て
ほ

し
い
」
「
県
道
山
鳥
坂
名
荷

谷
線
は
路
線
の
全
体
計
画
を

立
て
て
か
ら
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
「
瓜
畦
桑
園
の

農
地
を
宅
地
に
転
用
で
き
な

い
か
」
「
夏
ま
つ
り
な
ど
の

事
業
に
県
の
補
助
事
業
が
あ

れ
ば
利
用
し
た
い
」
「
高
砂

の
カ

l
ブ
に
ト
ン
ネ
ル
を
抜

く
ル

l
ト
を
考
え
て
は
、
ど
う

か
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
が

出
さ
れ
、
県
側
か
ら

「可
能
な

も
の
か
ら
対
策
を
考
え
、
で

き
る
だ
け
要
望
に
応
え
た
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

， 園田 園田 園園 田園 田園 圃園 田町、，園田園田園田園田園田園田園 圃、

-E歪m霊童.EE韮 tí~Sli~

森
地
区
の
南
に
位
置
す
る

田

観
音
堂
が
約
初
年
ぶ
り
に
改

田

築
さ
れ
ま
し
た
。

圃

土
台
の
石
を
そ
の
ま
ま
生

い

か
す
た
め
、
石
の
形
に
合
わ

-

せ
て
台
座
の
柱
の
高
低
や
パ

・

ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
大
変
だ

回

っ
た
そ
う
で
す
。

園

念
仏
と
巡
礼
の
行
事
を
行

-

う
8
月
別
日
に
落
成
式
が
あ

回

り
、
森
地
区
の
核
で
あ
る
観

・

音
堂
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

一

新
し
く
な
っ
た
お
堂
で
、
-

古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
を
こ

.

れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
ほ
し

固

い
も
の
で
す
。

国、a' 

山
槌
神
社
は
山
槌
地
区
の

圃

ほ
ぽ
中
央
に
あ
り
、
田
植
え

園

、が
終
わ
る
こ
ろ
、
田
休
み
に

四

あ
た
る
お
こ
も
り
の
行
事
を

回

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

聞

こ
の
ほ
ど
屋
根
と
階
段
、
S

2
つ
あ
る
本
殿
の
改
修
を
行
U

い、

6
月
初
日
に
落
成
式
を

一

行
い
ま
し
た
。

圃

改
修
作
業
を
さ
れ
た
上
回

目

公
生
さ
ん
(
山
槌
)
に
よ
る

聞

と
、
本
殿
の
傷
み
が
ひ
ど
く
、

回

触
る
だ
け
で
ボ
ロ
ボ
ロ
壊
れ

回

る
の
で
細
心
の
注
意
が
必
要

圃

だ
っ
た
そ
う
で
す
o

ι、
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今
宮
忠
雄
さ
ん
(
久
保
)
の
畑
で
は
今
年
、
ヘ

ビ
ウ
リ
と
い
う
珍
し
い
野
菜
、が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
種
は
後
藤
力
夫
さ
ん
(
広
常
)
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
で
、

5
つ
の
内
の

2
つ
が
発
芽
に

成
功
し
ま
し
た
。

4
月
下
旬
に
垣
を
作
っ
た
時
は
、
こ
れ
ほ
ど

長
<
伸
び
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
長
い
の
は

2
m
近
く
に

も
な
り
、
地
面
に
届
い
て
と

ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う
な
姿
は

ま
さ
に
ヘ
ビ
そ
っ
く
り
で
不

気
味
で
す
が
、
「
来
年
は
ヘ
ビ

ウ
リ
作
リ
の
仲
間
を
も
っ
と

増
や
し
た
い
」
と
今
宮
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
す
。

ヘ
巴

• 

スナ
与の

都
子
台

つ四

Jf. 

万
願
寺
睦
子
さ
ん
(
道

野
尾
)
の
畑
で
7
月
中
旬
、

1
本
の
茎
に
四
つ
子
の
ナ

ス
が
で
き
ま
し
た
。

畑
に
植
え
た
ナ
ス
の
苗

5
本
の
内
の

1
本
に
実
が

つ
い
た
も
の
で
、
成
長
に

つ
れ
て
ヘ
タ
の
所
か
ら
4

つ
に
分
か
れ
、
ま
る
で
グ

ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
姿
に
な

り
ま
し
た
。

「
今
年
は
異
常
気
象
だ

っ
た
か
ら
、
そ
の
せ
い
か

も
」
と
話
す
万
願
寺
さ
ん
。

味
の
方
も
4
倍
お
い
し
け

れ
ば
い
い
の
で
す
が
。



ル4ν

ro~lõ~ 

沖
蕎
悪
さ
ん
(大
和
)
の
畑
で
は

7
月
下
旬
、
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
う
な

カ
ボ
チ
ャ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

見
た
目
は
キ
ュ
ウ
リ
そ
っ
く
り

で
す
が
、
紛
れ
も
な
く
カ
ボ
チ
ャ

で
、
色
は
緑
色
一
糸
と
黄
色
系
の

2

種
類
あ
る
そ
う
で
す
。
写
真
の
カ

ボ
チ
ャ
は
一
番
成
り
の
も
の
で
最

も
大
き
く
、
3
・

5
胞
も
あ
り
ま

し
た
。
味
の
方
は
、
カ
ボ
チ
ャ
特

有
の
ホ
ク
ホ
ク
し
た
感
じ
は
な
い

の
で
、
妙
め
も
の
に
向
い
て
い
る

よ
う
で
す
。

武
田
孝
一
さ
ん

(上
鹿

野
川
)
が
育
て
た
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
い

う
巨
大
な
ス
イ
力
が
8
月

日
目
、
お
同
に
ま
で
成
長

し
ま
し
た
。
4
月
に
種
を

ま
き
、

5
月
に
定
植
、
7

月
上
旬
に
実
が
な
っ
て
初

日
ほ
ど
で
の
収
穫
で
す
。

果
肉
は
赤
<
、
甘
み
も

上
々
と
か
。
皮
が
厚
い
の

で
ハ
ク
ビ
シ
ン
も
歯
が
立

た
な
い
そ
う
で
す
。

松
尾
ア
キ
子
さ
ん
(中
野
)
方

の
ヒ
マ
ワ
リ
は
今
年
、
高
さ
が

4
m
m
m
に
ま
で
伸
び
ま
し
た
。

昨
年
も
同
様
の
高
さ
に
な
り
、

中
央
に

1
つ
だ
け
大
き
な
花
が

咲
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
中
央

の
花
が
小
ぶ
り
の

8
本
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

茎
の
周
囲
は
約

m
m
も
あ
り

ま
し
た
。

国
道
1
9
7
号
線
か
ら
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
夏
の
空
を
ひ

と
き
わ
明
る
く
し
て
い
ま
し
た
。
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平成14年10月から
お医者さんのかかりかたが変わります。

高齢受給者証を

交付します。

※窓口での負担割合 (1割あ
るいは2割)を示した高齢受
給者証が交付されます。保
険証といっしょに、忘れず
に提示してくださし ¥0

新しい医療受給者証を

交付します。

※窓口での負担割合(1割ある
いは2割)を示した医療受給者
証が交付されます。古い医療
受給者証は無効となり使えま
せんので、ご注意くださし ¥0

異なります

低所得の方 (住民税非課税世帯の方)

E 
世帯全員が住民税

非課税の方

例
単独世帯の場合

(年金収入のみのとき)
.・・約267万円以下

世帯全員州主民梯閥見であって、
世帯の所得が一定基準以下の方

例
単独世帯の場合

(年金収入のみのとき)

・・・約65方円以下

夫婦2人世帯の場合

(年金収入のみのとき)

・・・約130万円以下

1害リ付注:3

自己負担限度額
外来(個人ごと) (外来+入院)

72，300円+医療費が
361，500円を超えた場合は、
超えた分の1%を加算

40，200円 ※過去12か月聞に4回以上
高額医療費(療養費)の支
給制った場合 4回
以降は40，200円

自己負担限度額
外来(個人ごと) (外来+入院)

12，000円 40，200円

自己負担限度額
外来(個人ごと) (外来+入院)

E 
の 24，600円
方

.ーーー 'ーー 8，000円 --ー・ー・ー.._.幽 ・ーーーー ーー---ー・ ・・・・ーー・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・

I 
の 15，000円
方

※低所得の方は、 「入院時一部負担金限
度額適用 ・標準負担額減額認定証」の | 

申請が必要となります。



70_，74歳の方
.昭和7年9月30日以前に生まれた方は、老

人保健で医療を受けます。
・昭和7年10月1日以降に生まれた方は、 75

歳になるまでは引き続き現在加入している
医療保険で医療を受け75歳になると老人
保健で医療を受けることになります。

75歳以上の方
.昭和7年9月30日以前に生まれた方

(以前から老人保健で医療を受けている方)

・寝たきりなど一定の障害認定を受けた65歳

以上の方

お医者さんにかかるとき

一般の

医療保険 です

国民健康保険、職場の健

康保険などで医療を受け
ます。一部負担は75歳以

上の方と同じです。

老人保健 です

老人保健で医療を受けま
すが、加入している(国

保・健保など)の資格は
そのままです。

ト いずれも所得段階によって負担が | 
一定以上の所得がある方

現世代の平均的収入以上の

所得がある方

例
単独世帯の場合

(年金収入のみのとき)
.・・約450万円程度以上

夫婦 2人世帯の場合
(年金および、給与収入があるとき)

・・・約637万円程度以上

71 広報ひじがわ 234号

一般の方

1割付注:2



番

τE吉コ

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

参加農業者数

交付金 面積計 田
協定名

(円) (同)農業者 その他

(人)
急傾斜

汗 生(集) 7 320，488 23，208 13，672 

道野尾 1 (集) 13 740，174 39，296 33，940 

道野尾 2 (集) 8 773，168 67，232 。
上森山(集 ) 3 153，467 18，821 2，044 

怒田野尾(集) 8 772，644 49，005 25，514 

協 生(集) 3 298，011 14，191 14，191 

嘉 城(集) 9 606，492 40，963 18，556 

士:#、 栄(集) 5 306，639 19，134 9，407 

中居谷(集) 27 1，681，837 114，121・ 45，481 

大 谷(集) 111 1 11，771，492 815，345 464，870 

久 下(集) 5 1，076，331 100，610 4，803 

中 野(集) 3 648，581 34，153 29，977 

薮(集) 19 1，598，273 113，666 56，770 

師走野(集) 8 1，009，311 64，945 40，467 

見の越(集) 6 315，351 21，422 7，263 

予子林(集) 52 1 3，458，018 202，703 153，199 

倉(集) 4 254，776 15，711 7，800 

中 津(集) 10 554，404 35，389 15，519 

上石丸(集 ) 3 189，158 13，487 3，585 

計 304 2 26，528，615 1，803，402 947，058 

- 特定計量器(はかり)の定期検定 ・

取引または証明に「はかり」を使用されている方は、計量法に

より 2年に 1度の定期検査が義務付けられています。合格シール

のないはかりは原則として商取引等には使用できません。下記の

日程で検査を行いますので必ず受検して下さい。

なお、ヘルスメータ一、キッチンスケール等を家庭内で使用し

ている場合は、検査の必要はありません。

月 日 時 間 検査場所

10月7日 午前10時から午後 3時まで 大洲市民会館

10月 8日 午前10時から午後 3時まで 大洲市総合福祉センター

10月9日 午後 l時から午後 3時まで 内子町役場

10月10日 午前10時から午後 3時まで 内子町役場

10月15日 午前10時から午後 3時まで 五十崎町役場

10月16日 午前11時から午後 2時まで 河辺村役場

10月17日 午前10時から午後 3時まで 肱川町役場

問い合わせ先

役場産業課 ft 34-2311 

愛媛県計量検定所 ft 089-947-4001 

畑

小計 急傾斜 緩傾斜

9，536 。 9，536 

5，356 1，086 4，270 

67，232 67，232 。
16，777 6，478 10，299 

23，491 19，329 4，162 

。 。 。
22，407 17，299 5，1081 

9，727 9，381 346 

68，640 60，812 7，828 

350，475 97，820 252，655 

95，807 80，018 15，789 

4，176 556 3，620 

56，896 25，871 31，025 

24，478 9，229 15，249 

14，159 14，159 。
49，504 8，447 41，057 

7，911 7，911 。
19，870 19，870 。
9，902 9，902 。

856，344 455，400 400，944 

⑤ 統計 で…
見つめよう

平成14年10月 1日現在で

就業構造基本調査を
実施します

調査の対象となった世

帯には、統計調査員が伺

いますので、ご協力をお

願いします。

問い合わせ先

役場創造課

ft 34-2311 



|肱川町における |

申出園地域等直接支払制度の実施状況平成73，年度

平成12年度から国の農業施策の一環として中山間地域等直接支払制度が実

施され、 2年を経過しました。 13年度には 1集落協定(上石丸)が増え19協

定となり、また、協定参加者数も10人増加し306人となりました。

1 制度の概要

中山間地域等では、高齢化が進む中で平地

に比べ自然的・経済的・社会的条件の不利性

から、担い手の減少・耕作放棄地の増加によ

って多面的機能(国土保全 ・水源のかん養 ・

洪水防止等)が低下し、国民全体にとって大

きな経済的損失が生じることが懸念されてい

ます。

このため、中山間地域等における農業生産

の維持を図り、多面的機能を確保するという

観点から、中山間地域等直接支払交付金を交

付することになりました。

父付金の使用方法 農業生産活動等

共同取組活動

業者等農

農用地に関する事項

集 落 名 '̂ 

役出事項関する 理維持管 手看fLf ミ

の

配分

‘ 

汗 生 。。。。。。。。。。。。
道 野 尾 1 。。。。。。。。。。。。
道 野 尾 2。。。。。。。。。。。。
上 森 山 。。。。。。。。。。。。
怒田野尾 。。。。。。。。。。。。
協 生 。。。。。。。。。。。。
嘉 城 。。。。。。。。。。。。
壬土 栄 。。。。。。。。。。。。
中 居 谷 。。。。。。。。。。。。
大 谷 。。。。。。。。。。。。
久 下 。。。。。。。。。。。。
中 野 。。。。。。。。。。。。

薮 。。。。。。。。。。。。
師走野 。。。。に。。。。。。。。
見 の 越 。。。。。。。。。。。。
予子林 。。。。。。。。。。。。

眉A、。。。。。。。。。。。。
中 j幸 。。。。。。。。。。。。
上石丸 。。。。。。。。。。。。

91広報ひじかわ 234号

2 実施集落協定

集落協定数 (19)

〔汗生、道野尾 1、道野尾 2、上森山、怒

田野尾、協生、嘉城、共栄、中居谷、大

谷、久下、中野、小薮、師走野、'見の越、

予子林、小倉、中津、上石丸〕

3 協定締結農用地面積 1，803，402 m2 

〔田 947，058m
2

畑 856，344m2J

4 交付金額 26，528，615円

5 協定参加者数 306 (団体を含む)

多面的機能を増進する活動 生産性の向上 担い手の定着

水路農道管理

地周辺隣 物景観作
類色 堆き

作業農の 機震設 農作業
そ

規就農者新

オ

業認定農者

地農 そ

理水路管 理農管道 他のそ

の ペ の
ゆ 他 レ の 他

類昆虫保護

肥つ の の

集積的面の

受託推進

量入共利用共同

化共同
タ

下草刈
の の の

施肥 受入 の
成育

成確保育確保

。。 。 。 。。。。 C 。。。。 。 。。。 。 。 。。。 。 。 。。。。 。 。。。。 。 。。。 。 。 。。。。 。 。。。。。 。 。。。。。 。 。。。 。 。 。。。。 。 。。。。 。 。。。。 。 。 。。。。 。 。。。。 。 。。。。 。 。。。。 。 。



敬老の日にちなみ肱川町の長寿番付をお知らせ

します。

県内の100歳以上の長寿者は370人で、その内

の5人が肱川町の方々です。

今年の横綱嘩は女性が独占し、最高齢者は 103
歳の米田フクヱさん(かわかみ荘)です。

これまで家族や社会のために活躍された皆さん

が¥今後も健やかな日々を過ごされながら記録を

さらに更新していただきたいものです。

長 寿番付表
平成14年9月1日現在

東 寿 西

部落名 氏 名 年齢 番 付 部落名 氏 名 年齢

かわかみ荘 米国フクヱ 103 横 綱 並ノ、 栄 上 野 サ カ ヱ 102 

衆目 栗田クニヱ 102 " かわかみ荘 柁谷 邦子 100 

期K 松田 ヌイ 100 " 
かわかみ荘 本門フジヱ 99 大関 大 手口 出水サカエ 98 

瓜 生 谷 山下ソメヨ 98 " かわかみ荘 堀内 通栄 98 

中 野 松尾シズカ 98 関脇 協 生 士平田 嘉 儀 98 

かわかみ荘 白石キクヨ 97 小結 市 之 畦 保積チヨノ 97 

かわかみ荘 永成ツヤヱ 95 前頭筆頭 道 野 尾 東 カ オ ル 95 

中 野 曽根フサコ 95 2 相P 堀 ツ子 ヨ 95 

協 生 安川 . 正則 94 3 藤 野 原 池田 宮コ 94 

かわかみ荘 花岡農夫雄 94 4 並 乃込qILL 中 野 貞子 94 

中 野 藤品ハナミ 94 5 市 之 畦 二瀬 シマ 93 

薮 二井ミツル 93 6 下 嵯 峨 谷 1 城戸ミナコ 93 

下鹿野川 川上 幸子 93 7 広 常 新 重子 93 

大 和 神井恵美子 93 8 下鹿野川 金野フジエ 92 

山 槌 久保田喜行 92 9 薮 沖野 藤徳 92 

上鹿野川 丸山 三日主三 Jイ3旦Z文 92 10 かわかみ荘 古野ツギヨ 92 
人 重 栗 富永アサ子 92 11 協 生 山本オチウ 92 

薮 沖野ヨシオ 92 12 田I 大野シズカ 92 

か わかみ荘 土居 好子 91 13 大 手口 上原知エ子 91 

薮 高 岡 ツ ル コ 91 14 道 野 尾 岡 喜重郎 90 

協 生 谷本 恒雄 90 15 EオF木ミ二 兵 頭 数馬 90 

広 常 宮岡 繁樹 90 十両 下 嵯 峨 谷 2 渡 j曇 藤 常 90 

かわかみ荘 冨士島清香 90 2 かわかみ荘 東 春子 90 

かわかみ荘 堀 シズカ 90 3 菟 野 尾 森岡キヨコ 90 

大 平 竹本 小平 90 4 広 常 都 谷 文雄 89 

白 石 堀 末男 89 5 広 常 下野アグリ 89 

大 屋 敷 井上 梅尾 89 6 道 野 尾 久保ミナヲ 89 

藤 野 原 石脇 嘉子 89 7 並ノ、 栄 松本フクミ 89 

町議会議長渡濯 弘務 民生委員会長 山下 博 町 長久保田仁之
行司町老連会長 中居喜代光 検査役収入役兵頭 茂 勧進元

助 役宮田 与二豆己主 健康づくり課長 徳本 英信 社協会長和気邦嗣



人事異動のお知Sせ

也

次

夫

征

虞

幸

谷

永

田

都

冨

西

*平成14年9月1日付

郷土文化センタ一所長

くらしの窓口課長補佐

郷土文化センター業務主任

和男

栄治

畦崎

高田

*平成14年9月2日付

新しい町創造課付課長

市町村合併準備室担当

新しい町創造課付課長補佐

市町村合併準備室担当

大
洲
消
防
署
川
上
支
署

8
月
お
日
に
名
古
屋
市
で

開
催
さ
れ
た
『
第
訂
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
』
に
、

川
上
支
署
勤
務
の
高
本
消
防

士
長
、
中
嶋
消
防
士
、
山
崎

消
防
士
(
藤
野
原
)
の

3
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

3
人
は
、

6
月
幻
日
、
大

洲
地
区
の
救
助
技
術
選
考
会

に
お
い
て
『
ほ
ふ
く
救
出
』

の
部
で
優
勝
、
続
い
て

8
月

7
日
、
徳
島
市
で
聞
か
れ
た

四
国
大
会
に
お
い
て
も
優
勝

し
、
四
国
地
区
の
代
表
選
手

と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し

全
国
大
会
出
場

た
も
の
で
す
。

『
ほ
ふ
く
救
出
』
の
部
は
、

3
人
一
組
で
空
気
呼
吸
器
を

装
着
し
て
、
長
さ

8
メ
ー
ト

ル
の
煙
道
内
を
検
索
し
、
要

救
助
者
を
屋
外
に
救
出
す
る

競
技
で
、
強
靭
な
体
力
と
高

度
な
救
助
技
術
が
必
要
な
種

目
で
す
。

約
4
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、

訓
練
を
行
い
、
全
国
大
会
で

は
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を
十

分
発
揮
し
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

秋の全国交通安全運動

カチッとね

安心だよね

チャイルドシート
山崎消防士高本消防士長中嶋消防士

て
ん
ぷ
ら
油
の
特
性

①
て
ん
ぷ
ら
油
は
、

3

6

o度
以
上
と
な
る
と
、
口

火
が
な
く
て
も
自
然
と
発

火
し
ま
す
。

②

て

ん

ぷ

ら

油

0
・
5
か

ら
1
リ
ッ
ト
ル
を
こ
ん
ろ

で
加
熱
す
る
と
、
お
お
よ

そ
加
分
か
ら
初
分
で
い
火

が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
揚
げ
物
の
材
料
や
て
ん

か
す
が
鍋
に
あ
れ
ば
、

2

0
0
度
近
く
で
火
が
つ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
て
ん
ぷ
ら
油
を
、
こ
ん

ろ
で
加
熱
し
、
約

5
分
で

揚
げ
物
に
適
し
た
温
度

(約
1
6
0
度
か
ら
2
0
0

度
)
に
達
し
ま
す
。

川上支署

て
ん
ぷ
S
油
に
よ
る

火
災
の
防
止

平
成
日
年
中
の
建
物
火
災

の
出
火
原
因
を
見
る
と
、
こ

ん
ろ
に
よ
る
も
の
が
最
も
多

く
、
大
半
が
て
ん
ぷ
ら
油
に

よ
る
も
の
で
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災

は
、
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い

る
と
き
に
、
電
話
や
来
客
、

子
供
の
世
話
な
ど
で
、
こ
ん

ろ
か
ら
離
れ
た
時
、
ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
が
原
因
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火

て
ん
ぷ
ら
油
に
火
が
つ
い

た
時
、
水
で
消
火
し
よ
う
と

す
る
と
、
炎
が
爆
発
的
に
拡

大
し
、
周
囲
に
油
が
飛
び
散

り
、
大
や
け
ど
を
負
っ
た
り

し
て
大
変
危
険
で
す
。
あ
わ

て
な
い
で
炎
の
状
態
を
よ
く

確
認
し
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

①
炎
が
小
さ
く
、
油
面
を

動
き
回
っ
て
い
る
と
き
は
、

鍋
の
ふ
た
な
ど
で
覆
い
消

火
す
る
。

②
炎
が
大
き
い
と
き
は
、

消
火
器
で
消
火
す
る
。

③
絶
対
に
、
水
で
消
火
し

な
し
。

11 I広報ひじかわ 234号
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家の中で遊ぶよりも、タトで、

遊ぶ事が大好きな 、元気が取

りえの祐士です。

今、お友達募集中です。

ひろしさん・母里子さん

. _.・・......・'

大
洲
高
校
肱
川
分

校

で
は

7
月
M
日
、

恒
例
の
「
い
か
だ
流

し
大
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
八
刀
校
裏
の
河

原
を

8
時

ω分
に
出

発
し
、
交
代
で
い
か

だ
に
乗
り
込
ん
で
大

洲
市
柚
木
の
ゴ

l
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

第

2
交
代
地
点
の

鳥
首
ま
で
は
流
れ
が

急
な
カ
所
も
あ
り
、

ス
リ
ル
の
あ
る
川
下

り

と

な

り

ま

し

た

が
、
そ
の
後
は
肱
川

の
ゆ
る
や
か
な
流
れ

に
乗
り
、
の
ん
び
り

と
下
っ
て
い
き
ま
し

た
。
水
の
冷
た
さ
も

気
持
ち
よ
く
、
い
か

だ
か
ら
飛
び
降
り
て

泳
い
で
下
っ
て
い
く

生
徒
も
い
ま
し
た
。

お
昼
は
中
間
地
点

の
成
見
橋
下
で
、
保

護
者
の
方
々
と
生
徒

が
協
力
し
て
作
っ
た

お
に
ぎ
り
を
食
べ
ひ

と
休
み
を
し
た
後
、

再
び
出
発
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
に
到
着
し

た
の
は
午
後

5
時
前

で
、
約

8
時
間
に
及

ぶ

川

下

り

で

し

た

が
、
普
段
と
は
違
う

肱
川
の
眺
め
に
、
新

鮮
な
思
い
を
抱
い
た

生
徒
も
た
く
さ
ん
い

た
よ
う
で
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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父

わが家のアイドル

肱
川
中
学
校
の

3

年
生
も

8
月
幻
日
、

肱
川
を
い
か
だ
で
下

る
体
験
を
し
ま
し
た
。

男
女

5
、

6
人
ず

つ
6
班
に
分
か
れ
て

い
か
だ
に
乗
り
、
鹿

野
川
大
橋
の
下
か
ら

高
砂
の
ゴ

l
ル
を
目

指
し
て
約

2
時
間
半

の
川
の
旅
で
し
た
。

当
日
は
通
常
よ
り

川
が
増
水
し
て
い
た

た
め
、
急
流
で
川
に

落
ち
た
り
、
い
か
だ

が
壊
れ
た
り
す
る
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
中
学
生
最

後
の
夏
休
み
の
思
い

出
の
ひ
と
つ
と
し
て

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い

日
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
p

つ
。

6⑤種参~~鼠
えんなんじゅうじ

園南寺祐士ちゃん

(道野尾)

平成11年11月22日生



届ど亡組
出がて合

宇あ住員
そり所の
T まの移
長し変動
一、た更(
w 。らな死

合
併
作
業
進
行
中

経
済
や
世
の
中
の
構
造
が
急
速
な
変
化
を
、
遂
げ
て
い
る
時
代
、
森
林
組
合
に
も
ま

た
変
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
の
厳
し
い
現
状
で
は
、
小
さ
な
森
林
組
合
が
将
来

に
わ
た
っ
て
森
林
を
守
り
育
て
、
利
用
し
て
い
く
に
は
限
界
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
環
境
問
題
の
議
論
が
世
界
的
規
模
で
展
開
さ
れ
森
林
の
重
要
性
が
以
前

に
も
増
し
て
認
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
森
林
組
合
に
対
す
る
期
待
も
当
然
高
ま

っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
森
林
組
合
自
体
の
体
力
強
化
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森林組合広域合併の基本事項(案)

【合併参加組合】

大洲市森林組合、長浜町森林組合、肱川町森林組合、河辺村森林組合

【各組合の現状]

森林組合名 大洲市 長浜町 肱川町 河辺村 合計

組合員数(人) 2，984 832 877 562 5，255 

森林面積 (ha) 17，014 5，124 4，641 4，413 31，192 

払込済出資金(千円) 63，914 27，255 57，664 37，731 186，564 

役員数(人) 19 12 15 12 58 I 

職員数(人) 25 10 10 2 

【合併組合の名称]

大洲広域森林組合(仮称)

【事務所の所在地]

本所:大洲市支所:大洲市、長浜町、肱川町、河辺村

【役員及び総代の定数】

森林組合名| 大洲市

理事 11

監事 1

総代 90

【合併までのスケジ、ユール】

平成15年 1月5日 しいたけ選別共同化開始

2月20日 各組合総代会-組合員(名簿)整理決議

6月30日 合併基準日 各組合の仮決算

8月10日 合併予備契約の締結

10月2日 解散・合併総会開催-解散・合併決議

平成16年 1月1日 合併予定

椎茸生産はクヌギ林造成から!

乾椎茸市況(松山椎茸市場)平成14年 8月20日市

市売総数…… 900ケース 17，770kg 

平均単価…… 3，698円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 4，000-5，000 どんこ大

中 厚 4，000-5，000 どんこ中 4，000-5，500 

厚 3，000-4，000 どんこ小 3，500-4，500 

大ウス 3，500 -5，000 大パレ 2，500-3，500 

中ウス 3，500-5，000 中 ノT レ 2，500-3，500 

小ウス 3，000-4，000 小ノ〈 レ 2，000-3，000 

概況 出品品柄は依然として小葉系、並ー下物の

出品が多い。相場は全般に強く持にどんと

系 小 葉 吋 い 吋 系 も 判 断 上 |
げた。

優良材生産は直材づくりから!

県森連市況(大洲木市)平成14年8月17日市

1:六 桧
長さ

直 曲り 直 曲り

14-16 10，000 6，500 23，800 17，300 

4m 18上2番 14，000 8，000 26，000 22，000 

24上2番 15，000 11，000 28，000 23，000 

14-16 14，400 8，500 25，400 22，100 

3m 18上 14，300 10，300 27，300 25，000 

24上 14，200 9，100 23，900 20，000 

14-16 17，000 14，000 41，000 25，700 
6m 

18上 18，100 14，800 39，000 36，400 

概況一般材は全般に横這い。桧枝打材及び優良

材は強気。松材小径木は保合。

131森林組合だより
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「
手
踊
り
」

の
復
活

大
谷
分
館
主
事

前
田

今
年
の
盆
踊
り
大
会
ほ
ど
天

気
に
悩
ん
、だ
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
の
準
備
の
頃
か
ら
降
っ
た
り

止
ん
だ
り
、
又
盆
踊
り
直
前
に

は
ド
シ
ャ
降
り
と
な
り
、
一
時

は
体
育
館
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
無
事
開
催
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
本
年
は
去
年
よ
り

参
加
者
が
増
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
目
立
っ
た
の
は
帰

省
客
の
方
が
と
て
も
多
く
懐
か

し
い
方
々
に
も
お
会
い
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
文
、
踊
り
に

も
沢
山
参
加
し
て
い
た
だ
き
踊

り
の
輪
も
二
重
に
な
る
ほ
ど
盛

大
に
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し

た。
本
年
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
計
画
段
階
か
ら
「
沢
山
の

方
に
参
加
し
踊
っ
て
も
ら
い
た

い
」
そ
の
思
い
か
ら
簡
単
な
踊

り
を
計
画
し
、
昔
か
ら
大
谷
地

区
に
伝
わ
る
「
手
踊
り
」
を
取

明
弘

編集・発行

肱川町公民館

宮 (0893)34 -2307 

り
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
手
踊
り

は
、
地
元
の
方
か
ら
唯

一
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
が
残
っ
て
い
る
の

を
聞
き
復
活
さ
せ
る
事
が
で
き

た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
手
踊
り
を
大

切
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。沢

山
の
参
加
者
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
今
年
の
盆
踊
り

大
会
。
自
治
会
設
立

4
年
目
の

社
会
教
育
部
会

「
大
谷
公
民
館
」

の
ス
タ

ッ
フ
お
名
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催

す
る
事
が
で
き
大
変
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

盆
踊
り
に

寄
せ
る
想
い

予
子
林
分
館
主
事

大

川

勇

去
る

8
月
H
日
に
、

予
子
林

地
区
の
「
盆
踊
り
大
会
」
が
、

公
民
館
予
子
林
分
館
の
主
催
で

開
催
さ
れ
た
。
当
地
区
の
盆
踊

り
大
会
は
、
地
域
に
お
け
る
年

中
行
事
の
中
で
も
、
地
域
の

方
々
、
帰
省
中
の
方
が

一
堂
に

会
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
当
日
は
、

開
催
直
前
ま
で
雨
が
降
っ
た
り

止
ん
だ
り
の
空
模
様
で
あ
っ
た

が
、
総
参
加
者
は
二
百
数
十
名

を
数
え
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
呼
び

物
は
、
盆
踊
り
の
他
、
う
ち
わ

に
よ
る
抽
選
が
行
わ
れ
、
今
年

の
目
玉
商
品
は
、
玄
米
加
キ
ロ

を

6
名
様
に
、
そ
の
他
豪
華
商

品
?
を
用
意
し
た
。
抽
選
に
は
、

来
場
さ
れ
た
久
保
田
町
長
さ
ん

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

な
お
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、

年
々
踊
り
の
輪
に
参
加
さ
れ
る

方
が
減
少
し
て
い
る
点
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。
伝
統
あ
る
「
し

で
お
ど
り
」
等
の
地
域
の
文
化

を
後
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と

も
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
感
じ

ま
し
た
。

dJ33 
G撃、

正
山
風
の
ま
つ
り
を

終
え
て

正
山
分
館
主
事山

本

晃

正
山
風
の
ま
つ
り
の
準
備

は
、
京
の
森
へ
の
電
球
付
け
に

て
幕
を
開
け
る
。
今
年
は
、
鹿

野
川
夏
ま
つ
り
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ト
大
会
が
、
前
の
週
に
開
催

さ
れ
た
た
め
、

8
月
4
日
に
設

置
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
実
は

私
自
身
、
分
館
主
事
と
な
る
前

に
こ
の
作
業
に
参
加
し
た
こ
と

は
無
か
っ
た
。
幼
い
頃
か
ら
正

山
の
盆
踊
り
で
目
に
し
て
い
る

た
め
、
特
別
な
思
い
は
無
か
っ

た
が
、
昨
年
初
め
て
作
業
に
参

加
し
、
そ
の
大
変
さ
を
思
い
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。
風
と
い
う

文
字
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

掲
げ
、
今
年
で

U
回
を
数
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
内
2
回

し
か
参
加
し
て
い
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
先
こ
の
行
事
が
継
続
さ

れ
る
事
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
は 踊りの輸がどんどん広がって…

子どもたちに大人気のヨーヨ一つり

毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

さ
て
、
祭
り
の
当
日
、だ
が
、

正
山
風
の
会
、
正
山
青
年
団
、

そ
の
他
多
数
の
方
々
と
分
館
役

員
の
協
力
を
得
、
計
画
し
て
い

た
行
事
内
容
も
無
事
終
え
る
こ

と
が
出
来
た
。
昨
年
同
様
約
六

百
人
程
の
人
出
が
あ
っ
た
。
祭

り
の
最
後
に
は
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
を
設
け
て
お
り
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
方
々
に
受
付
に

て
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
も
今

年
も
、
町
外
、
県
外
の
方
が
当

選
さ
れ
る
ケ
!
ス
が
多
か
っ

た
。
お
盆
で
帰
省
さ
れ
て
い
る

方
々
だ
と
思
う
が
、
ふ
る
さ
と

の
祭
り
に
参
加
さ
れ
、
良
い
思

い
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
る
。

来
年
、
正
山
風
の
ま
つ
り
は

節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
合
同
同
窓
会
と
い
う
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
祭
り
の
中
に
盛

り
込
み
、
正
山
地
区
全
体
が
盛

り
上
が
る

一
日
と
な
る
だ
ろ

w

つ
ノ。



第
卸
回

肱
川
サ
マ
1
ス
ク
ー
ル
開
催

例
年
4
日
間
実
施
し
て
い
た

肱
川
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、
今

年
は
日
程
の
都
合
上

2
日
間
に

短
縮
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
と
違
い
総
合
テ
ー

マ
を
決
め
ず
に
、
夏
休
み
の
期

間
中
に
生
徒
た
ち
が
考
え
て
き

だ
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
の
中

か
ら
、
4
グ
ル
ー
プ
で
寸
劇
を

作
り
、
一
麗
津
大
学
の
英
語
劇
グ

ル
ー
プ
の
学
生
が
英
訳
し
た
も

の
を
基
に
発
表
す
る
も
の
で
し

た
。各

グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
古
い
友
人
へ
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
「
孤
独
だ
と
感
じ
て
い
る

少
女
」
「
家
族
の
愛
情
を
失
っ
た

や}⑫

;;著

少
年
」
「
つ
い
に
宝
物
を
見
つ
け

た
!
」
と
い
う
よ
う
に
、
友
人

や
家
族
、
兄
弟
を
題
材
と
し
て

取
り
上
げ
、
大
切
な
も
の
が
何

で
あ
る
か
を
訴
え
る
内
容
で
し

た
今
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

特
に
セ
リ
フ
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
表
情
や
動
作
で
気
持
ち
を

相
手
に
伝
え
る
こ
と
に
重
点
、が

置
か
れ
、
発
表
会
で
は
見
事
に

演
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
麗
津
犬
学
英
語
劇
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
4
人
に
よ
る

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
亡
霊
の
シ
ー
ン
」

の
迫
力
あ
る
演
技
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
参
加
し
た
中
学
生

も
驚
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
今
後、

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送

練習風景

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
中
学
生
に
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、

ギ
ャ
ビ
ン
・
パ
ン
ト
ッ
ク
氏
ご

夫
妻
、
麗
津
大
学
の

4
人
の
メ

ン
バ
ー
の
方
々
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

• 

2日間の練習の成果を本番で…

サ
マ

l
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て

肱
川
中
学
校

2
年

三

瀬
真
里
奈

私
は
、
今
回
初
め
て
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

2
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で
せ

り
ふ
、
動
き
を
練
習
し
、
覚
え

ま
し
た
。
せ
り
ふ
は
少
な
い
け

ど
無
言
の
と
こ
は
動
き
で
表
現

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
な
か
な
か
動
き
を
う
ま

く
表
現
で
き
な
く
て
た
い
へ
ん

で
し
た
。
去
年
、
参
加
し
た

3

年
生
に
お
手
本
を
や
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
大
学
生
に
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
の
人
数
は
中
学
生
が

4
人、

大
学
生
が

1
人
で
し
た
。
シ
ナ

リ
オ
も
人
数
に
合
わ
せ
て
作
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
と
て
も

た
い
へ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
と
お
し
練
習
を
す

る
の
は
、
ー
回
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
調
子
で
本

番
に
な
り
ま
し
た
。
楽
屋
で
も

せ
り
ふ
、
動
き
の
復
習
を
グ
ル

ー
プ
の
人
と
し
て
い
ま
し
た

0

時
間
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
た
っ

て
し
ま
い
、
開
演
で
す
。
ま
ち

が
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
か
、

忘
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
い
う
こ
と
し
か
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
初
は
す
っ
ご
く
ド
キ

ド
キ
し
て
た
け
ど
な
れ

て
く
る
と
自
然
に
演
技

で
き
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
ら
最
初
に
し

た
こ
と
を
覚
え
て
な
く

て
す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う

し
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、

〈王
力
を

つ
く
せ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
の

2
日
聞
は
と

て
も
楽
し
く
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

彼
ら
は
す
ご
か
っ
た

肱
川
中
学
校

3
年

山
下

俊

平

最
初
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

話
を
聞
い
た
時
に
、
僕
は
友
達

と
一
緒
に
迷
わ
ず
参
加
を
決
め

ま
し
た
。
去
年
参
加
し
て
い
い

思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
し
、

何
よ
り
も
大
学
生
の
人
達
が
お

も
し
ろ
く
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
か
ら
で
す
。

練
習

1
日
目
。
一
麗
津
大
学
の

人
達
と
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
ま

し
た
。
去
年
も
参
加
し
た
大
学

生
は

1
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
は
林
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

に
な
り
ま
し
た
。

初
め
に
み
ん
な
で
シ
ナ
リ
オ

を
考
え
て
、
そ
の
後
セ
リ
フ
や

身
ぶ
り
手
ぶ
り
な
ど
を
練
習
し

ま
し
た
。
5
時
頃
か
ら
は
衣
装

を
決
め
ま
し
た
。
練
習
が

4
日

一生けんめい頑張った肱川中学校の生徒たち

あ
っ
た
去
年
に
比
べ
る
と
、
や

っ
ぱ
り
今
年
は
忙
し
か
っ
た
で

す
。練

習

2
日
目
。
僕
達
A
グ
ル

ー
プ
は
、
昨
日
の
う
ち
に
ほ
と

ん
ど
仕
上
が
っ
て
い
た
の
で

2

日
目
は
細
か
い
所
の
修
正
を
し

ま
し
た
。
時
間
は
あ
っ
と
い
う

聞
に
過
ぎ
、
す
ぐ
に
発
表
と
な

り
ま
し
た
。
本
番
は
少
し
緊
張

し
て
、
最
後
の
方
で
間
違
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
僕
の
中
で
は

そ
れ
だ
け
が
心
残
り
で
す
。

こ
の

2
日
間
で

1
番
心
に
残

っ
た
事
は
本
番
前
に
楽
屋
で
話

し
た
事
で
す
。
大
学
生
の
人
達

は
み
ん
な
お
も
し
ろ
く
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
大

学
生
達
が
演
じ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト

も
す
こ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
大

学
生
の
人
達
の
よ
う
に
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
今
年
も
参
加
し
て

良
か
っ
た
で
す
。
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準
優
勝
・
・
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
A
チ
l
ム

愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

2
0
0
2
喜

多
郡
大
会
が

8
月
お
日
、
郡

内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
叩
月

6
日
間
に
予
定
さ
れ
て
い
る

八
幡
浜
管
内
大
会
の
予
選
を

兼
ね
て
い
る
た
め
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
会
場
と
な
っ
た
肱
川
町

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

は
郡
内
か
ら
大
勢
の
選
手
が

集
ま
り
、
風
の
吹
か
な
い
屋

内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
当
町
で
行

わ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

の
A
チ

l
ム
(
主
将
二
二
井

稔
)
が
準
優
勝
し
、
管
内
大

会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
各
種
甘
に
出
場
さ
れ
た

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

バドミントン会場表彰式

l体協主主υl 道=手=空

第
お
回
愛
媛
県

糸
東
会
空
手
道
選

手
権
大
会
が

7
月

幻
自
重
信
町
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、

下
記
の
と
お
り
す

ば
ら
し
い
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。
肱
川

道
場
の
子
ど
も
た

ち
は
、
週

2
日
の

練
習
を
休
ま
ず
に

参
加
し
た
り
、
強

化
訓
練
を
し
た
り

し
て
心
身
を
鍛
え

て
き
た
こ
と
が
こ

の
よ
う
な
よ
い
結

果
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
継
続
は
力

な
り
。
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

上位入賞を果たした空手少年たち

屋紺久保(敢賞闘 3 1 小学 2 1 小学 事租ムI 日 大保久土谷三五首賞 2学女中 1学中 l学中 3小学 31小学 3小学 手;l 壬
位 位 5位位 3 野居苦言 間 瀬 位位 2位 1位 5位 位 3位 2

手 ) 子・年・ ・年の

優介拓也
大中 6三栗 4 の イ希幸拓也郎佑亮拓也 屋紺 屋紺 3山 中 6今宮三 4水 以 部
野田 年 瀬田 年 部 年 口 田年 瀬 年 野下

倖希雅也 裕貴秀哉
沙也
乃 優介 航 雅也 美貴裕貴 恭輔

一

8
月
日
日
の
鹿
野
川
夏
ま

一
つ
り
に
、
文
化
協
会
が
正
山

一
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
謡

一
シ
ョ
ー
な
ど
芸
能
発
表
会
を

一
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
文
化

一
協
会
に
加
入
し
た
ば
か
り
の

一
正
山
小
学
校
「
正
山
太
鼓
」

一
は
、
日
年
近
く
活
動
し
て
い

圃
る
と
い
う
、
だ
け
あ
っ
て
、

一
5
・
6
年
生
た
ち
は
先
輩
か

一
ら
受
け
継
い
だ
和
太
鼓
を
大

一
勢
の
観
客
の
前
で
堂
々

一

と
発
表
し
て
い
ま

一
冒

a
し
た
。
正
山
太
鼓

↑
田
昌

は
、
先
般
日
本
生

一一

k
一

命
財
団
(
大
阪
市
)

f
t
の
補
助
を
受
け
て

一
司
直

太
鼓

2
台
が
加
わ

.
刊
日

、
さ
ら
こ
迫
力

一
広
直

の
あ
る
演
技
が
期

一
司
叫

侍

さ

れ

て

い

ま

m直

す
。
ま
た
、
中
四

二
化
一

国
ハ
ワ
イ
ア
ン
協

一
町
組

会
会
員
(
松
山
市
)

圃

'
B
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

フラダンスの演技

いろいろな催し物に観客も大喜び

ハ
OQ

v
 

n/』nu 
nu 

η
f』

ス
は
、
本
格
的
な
衣
装
や
ウ

ク
レ
レ
の
音
色
に
南
国
ム
ー

ド
を
た
っ
ぷ
り
と
昧
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
歌
謡
シ

ョ
ー
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
の
他

に
。フ
ロ
演
歌
歌
手
に
よ
る
ミ

ニ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
開
催

し
、
鹿
野
川
の
夏
ま
つ
り
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

迫力ある正山太鼓の演技



夜
神
楽
は
今
回
で

5
回

目
と
な
る
。
こ
の
夜
神
楽

は
、
地
域
お
こ
し
で
何
か

で
き
な
い
か
と
平
成
日
年

か
ら
盆
踊
り
に
替
わ
る
行

事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
分
館
運
営
委

員
を
中
心
に
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
運
営
に
あ
た

っ
て
い
る
。
お
盆
に
帰
省

し
た
人
た
ち
ゃ
地
域
の
人

た
ち
が
集
う
場
に
な
れ
ば

と
思
い

、
毎
年
趣
向
を
凝

ら
し
て
い
る
。
龍
を
と
ば

す
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
張
り

を
事
前
に
行
い

、
当
日
の

神
楽
を
舞
う
舞
台
の
設
営
、

第 5固山鳥坂鎮縄神楽公演

~ü~l匂@@~@~
岩谷分館

後
片
付
け
と

3
日
が
か
り

の
運
営
と
な
る
。
神
楽
は

通
常
春
に
行
わ
れ
る
事
が

多
い
が
、
夜
神
楽
当
日
は

夏
の
暑
い
盛
り
に
行
わ
れ

る
た
め
、
鎮
縄
神
楽
保
存

会
の
方
々
は
体
力
勝
負
と

な
る
。

岩
谷
地
区
は
、
ダ
ム
水

没
予
定
地
と
な
っ
て
お
り

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
内
包

し
て
い
る
が
、
夜
神
楽
が

地
域
お
こ
し
の
起
爆
剤
と

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

夜神楽を楽しみに帰省する人も多い特設ステージめがけて巨大な龍の登場

子どもが家で身につけたことは
生涯g::‘っと生き続l才る…

いっしょに食事をするって、
ほんとはすごく大切なのかも。

朝食をとらない子どもが増えています。また、
生活習慣病につながる食生活の偏りも問題です。

食生活は、体の健康だけでなく、心の成長にも
深くかかわっています。一緒に食べる楽しい食卓
や親が手間をかけて作った食事は、親の愛情を自
然に子どもに伝え、そこでの満足感・信頼感は子
どもの心を明るく強いものに発達させます。
栄養バランスのとれた食事を心がけ、 一緒に食

事をする曜日を決めるなどの工夫をして、できる
だけ家族そろっての食事を習慣にしましょう 。

家族一緒の食事を大切にする

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

身
元
調
査
お
断
り
運
動

結
婚
に
際
し
て
、
興
信
所
や

探
偵
社
な
ど
に
、
結
婚
相
手
の

身
元
調
査
を
依
頼
し
た
り
、
あ

る
い
は
知
人
な
ど
に
、
「
聞
き
合

わ
せ
」
を
す
る
こ
と
が
広
範
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

結
婚
差
別
を
支
え
る
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
調
査
の
目
的
は
、
相
手
に

と
っ
て
有
利
な
点
で
は
な
く
、

な
に
か
不
利
な
点
が
な
い
か
を

調
べ
る
こ
と
が
主
で
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
身
元
調
査
を
す

る
こ
と
や
、
そ
れ
に
協
力
す
る

こ
と
自
体
、が
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
」
に
あ
た
り
ま
す
。
そ

も
そ
も
、
こ
う
い
っ
た
行
為
そ

の
も
の
が
、
基
本
的
人
権
の
侵

害
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

身
元
調
査

"
し
な
い
“
"
さ
せ
な
い
“
"
許
さ
な
い
“

県
下
で
今
、
広
域

一

一
市
町
村
合
併
の
議
論

ダ

一
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ン

一
る
。
国
の
財
政
難
を

ず

一
背
景
に
し
た
市
町
村

f

一
の
整
理
統
合
の
性
格

ん

一
が
強
く
、
特
に
中
山

;
一
間
地
域
に
と
っ
て

倫
V

一
は
、
地
方
交
付
税
の

ぷ
却
は
一
減
額
に
よ
っ
て
、
し

ー
ト
し
か
た
な
い
、
し
ょ
う

が
な
い
と
言
う
や
る
せ
な
さ

の
中
で
、
合
併
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
も
見
え
ぬ
ま
ま
、
枠
組
の

話
、
だ
け
が
先
行
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。

内
子
・
五
十
崎
両
町
は
、

共
有
で
き
る
町

m

つ
く
り
を
目

指
し
住
民
自
治
を
模
索
し
な

が
ら
、
よ
り
小
さ
な
合
併
を

選
択
し
た
。
全
国
で
は
、
合

併
を
し
な
い
選
択
を
す
る
自

治
体
も
あ
る
。

家
計
が
苦
し
け
れ
ば
、
ぜ

い
沢
を
控
え
支
出
を
削
っ
た

り
、
微
々
た
る
も
の
で
も
収

入
を
増
や
そ
う
と
努
力
す
る
。

合
併
は
自
ら
決
め
る
事
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
判
断
材
料

は
何
も
見
え
て
こ
な
い
。

地
域
の
文
化
伝
統
を
継
承

し
、
相
互
理
解
の
中
で
地
域

を
愛
し
共
同
空
間
を
創
造
し

よ
う
と
努
力
し
て
来
た
町

m

つ

く
り
は
、
経
済
偏
重
の
市
町

村
合
併
に
よ
っ
て
空
中
霧
散

と
な
り
、
中
心
部
に
吸
い
寄

せ
ら
れ
ま
す
ま
す
過
疎
化
に

拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
か
。
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肱川町社会福祉協議会

ft (0893) 34 -2312 

赤
い
羽
根
募
金

運
動
期
間
叩
月
1
日
j
ロ
月
別
日

j
肱
川
町
共
同
募
金
委
員
会
j

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も

ω月
1
日
か
ら
吃
月
引
日
ま
で
赤
い
羽
根
募
金
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
戸
別
募
金
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成13年度共同募金受入状況

共同募金

種 55U 立ノ~ 客買

P 55U 募 ノ主ヘ 484，871円

f苛 頭 募 ノ主ヘ 28，078円
ナAムム 校 募 /主ヘ 52，133円

職域団体募金 168，347円

大 口 募 ノ主ヘ 37，000円

そ の 他 239円

ぷC斗コ 計 770，668円

歳末たすけあい募金

種 55U ノ主¥ 客買

P 55U 募 ノ主ヘ 474，109円

そ の イ也 31，467円

dCCコ』 計 505，576円

活用さ 芳志

赤
い
羽
根
募
金
(
共
同
募
金
)
は
、

1
9
4
7
年
か
ら
印
年
以
上
の

歴
史
あ
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

戦
後
の
貧
し
さ
の
中
で
共

に
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
熱

い
連
帯
感
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
、
赤
い
羽
根
募
金
で
す
。

「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、

「
共
同
募
金
」
の
愛
称
で
す
。

幻
世
紀
を
「
福
祉
の
世
紀
」
へ
。

赤
い
羽
根
募
金
は
「
た
す
け
あ

い
の
心
」
を
育
て
て
い
ま
す
。

物
質
的
豊
か
さ
か
ら
、
心

の
豊
か
さ
の
時
代
ヘ

。

少
子
・
高
齢
化
と
い
う
社

会
環
境
の
中
で
、
福
祉
に
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
さ
ま

ざ
ま
。

ま
す
ま
す
た
す
け
あ
い
の

心
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
赤
い
羽
根

募
金
で
は
、
民
間
の
果
た
す

役
割
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

あ
な
た
の
「
募
金
」
は
、

あ
な
た
の
ま
ち
の
「
福
祉
」
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金
は
、
各
都

道
府
県
の
「
共
同
募
金
会
」

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
ま

す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
か
ら

寄
付
い
た
ホ
た
い
た
お
金
は
、

あ
な
た
の
ま
ち
に
配
分
さ
れ

「
社
会
福
祉
」
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

肱
川
町
社
協
に
は
、
平
成

日
年
度
、

8
8
4
，
5
0
1

円
の
配
分
が
あ
り
、
車
い
す

の
購
入
費
、
独
居
高
齢
者
へ

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
ま
ご
こ

ろ
郵
パ
ッ
ク
な
ど
に
使
用
し

土ふ

vレ
名
~
。

赤
い
羽
根
募
金
の
運
動
期
間
は
、

毎
年
叩
月
1
日
か
ら
ロ
月
幻
自

ま
で
で
す
。

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

も
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

5つのまちがい探し

正
解
は
初
ぺ

l
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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保 健衛生 保健センター n34-2340 10月の当直医

種別 日(曜) fi 事

9 (7Jく)元気印教室

成
16 (水)結核レントゲン検診

人 16 (71<) 結核レントゲン検診

16 (7Jく)結核レントゲン検診

保 16 (水)結核レントゲン検診

健
16 (水)結核レントゲン検診

18⑥ リハビリ教室

母
3 (木)子育て教室

子 23(水)1歳6か月児.3歳児健康診査

f呆
健

29ω 主力 ノ|日LJ 教 主戸』主「

30 (7Jく)ポリオ生ワクチン予防接種

1 0 (木)献 血
=を

他の 1 1 (盆 南1 血

11 (台 南I 血

燃やせないごみ

【収集日11 0月15日(火)

*前日までに指定の場所へ

[収集地区】

大和・中野・下鹿野川

上鹿野11.八重栗-上森山

京造-見の越・月野尾

正山地区-岩谷地区・予子林地区

古紙収集日

10月19日(土)

*朝7時までに

指定の場所へ

犬の引取日

10月1日(火)，15日(火).29日(火)

*朝 9時までに役場ヘ連れ

てきてくださし ¥0

191広報ひじかわ 234号

場 所 日守 間 日(曜) 病院名 電話番号

肱川町公民館 10 : 00"'-'14 : 00 
6 (日)石村整形医院 23-5767 

j A宇和川 10 : 00"'-'10 : 20 

岩谷ダム相談所 10: 40"'-'11: 00 
一 平田 医院 24-1200 

13 (日)

j A予子林 11: 00"'-'11: 20 辻内科医院 52-0174 

大谷公民館 13: 20"'-'13・40 14 (月)いんなみ眼科神内科 24-0700 

保健センタ- 14 : 00"'-'14 : 20 
般 20 (日)西原耳鼻科医院 23-3366 

保健センタ- 8: 30"'-' 

肱川町公民館 9: 00"'-' 
27 (日)かわばた産婦人科医院 23-1103 

保健センター 13: 00"'-'13 : 30 月火 市立大別|病院 24-2151 

保健センタ- 9: 30"'-'14: 00 事支 水 加戸病院 24-5101 

保健センタ- 13・00"'-'13:30 
急 木 大別|記念病院 25-2022 

大洲高校肱川|分校 9: 30"'-'10・30

保健センタ- 10 : 00"'-'11 : 30 
金~日 大 ;1¥1¥1中央病院 24-4551 

保健センタ- 12・30"'-'14:00 
*一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表
1決)女性議会

13 (日)町民運動会

16 (水)戦没者追悼式

21 (月)定例部落長会

26仕)春日神社秋まつり

28 (月)宇和川秋まつり

29り心 町税等出張受入れ

30 (水)老人クラブ運動会

行政相談

[日時}

10月7日(月)

午後 1時30分"'4時30分

[場所}公民館青年室

{相談員]福田 保

心配ごと相談

10月7日(月)

[相談員]福田 保 -兵頭達行

10月21日(月)

[相談員]山下 博-富永武治

{時間]午後 1時30分'"'-'4時30分

[場所}公民館青年室

社会保険一日出張相談所

大別|商工会議所

10月2日(水).22日(火)

内子町商工会

10月4日(金).23日(水)

慶弔

おすこやかに
かおる

7/24 堀 馨ちゃん(道野尾)

7/24 金野 樹ちゃん(柳 )

やすらかに

上田チヨコさん (85歳 ・JA¥生谷)

松江茂美さん (82歳 ・ 町 ) 
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8
月
市
日
の
午
後

7

時
過
ぎ
、
正
山
風
の
ま

つ
り
に
参
加
し
た
約

6

0
0
人
が
見
守
る
中
、

京
の
森
の
山
肌
に
「
風
」

の
文
字
が
点
灯
し
ま
し

た
。
こ
の
時
期
の
正
山

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
風
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
年
々
そ
の
ス
タ

イ
ル
を
蛮
え
、
は
回
目

と
な
る
今
年
は
右
肩
上

方
に
星
の
よ
う
な
ア
ク

セ
ン
ト
が
つ
き
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
見
る
の
が
、

お
盆
の
帰
省
客
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

;麟瞬 l 
今
月
の
板
書

ぽ
っ
ぽ
園
で
は
今
年
か
ら

水
泳
の
指
導
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
園
児
が
水
を
怖

が
ら
ず
、
早
い
年
齢
か
ら
家

族
と
と
も
に
水
泳
に
親
し
み
、

万
が
一

、
海
や
川
で
お
ぼ
れ

そ
う
に
な
っ
て
も
自
分
の
身

を
守
れ
る
よ
う
に
と
取
り
入

れ
た
も
の
で
す
。

6
月
お
日
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、

中
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
通

い
、
午
前

ω時
か
ら
正
午
ま

で
泳
い
で
過
ご
す
た
め
、
昼

食
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
よ

く
食
べ、

昼
寝
の
時
間
も
ぐ

っ
す
り
眠
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

今
で
は
全
員
、
面
付
け
を

し
て
浮
く
こ
と
、が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
来
年
は
全
員
が

泳
げ
る
よ
う
に
な
る
の
が
目

標
で
す
。

P18 5つのまちがい探しの答え
.車椅子を押している女の子の髪の毛 ・愛ち ゃんのまつげ、の数 ・犬の舌

.一番左を飛んでいる鳥の位置 ・木陰でのぞいているうさぎの耳
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